
蛇穴山古墳（前橋市）

　　　　　　正面が蛇穴山古墳



　　この反対側に横穴式石室がある



左手に廻り込む





　　　　　　標柱と説明板がある



　　　　8世紀初頭のころの方墳という





右手の石段を登ると墳頂/左手では補助員が石室内を下見中





　　　　正面は玄門/玄門上の冠材が寺院建築の虹梁にあるような彫り込みが施されているのが分かる
玄門上の冠材は見事に格狭間状にくりぬかれている



　壁面には漆喰の跡が見られるという



　　遠景から



更に引いて見る



　墳頂部を見る



　墳超に登った





　墳頂から見る



　　　これは「五千石用水」の名残り





すぐ近くの宝塔山古墳の墳頂に墓地がある江戸時代初期にこの地を治めた秋元氏が、近隣の農民の為、天狗岩用水を引くことに
尽力したという



参考ホームページ

http://sgkohun.world.coocan.jp/GUNMA/maebasi/zyaketu2.html

http://www.sukima.com/15_kantou/19jaketu.html

http://kofunnomori.web.fc2.com/gunma/maebashi/ja.htm

　　　　←

　　　　↑ インターネットより
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